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（1）社会資本整備総合交付金の概要 
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Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ａ事業、Ｂ事業、Ｃ事業を組み合わせて、１つの社会資本総合整備計画を作成 
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「平成27年度に事後評価を実施する社会資本総
合整備計画」 
 
 

・茨木市における総合的な下水道整備の推進（H22～26年度） 
 
    →Ａ事業、Ｃ事業で構成 
 
・茨木市における総合的な下水道整備の推進（防災・安全） （H22～26年度） 
    →Ａ事業、Ｃ事業で構成 
 

・千提寺地区都市再生整備計画（H23～27年度） 
    →Ａ事業のみで構成 
 

・JR茨木駅南地区における大規模工場跡地の土地利用転換を契機とした、
都市基盤施設の整備と交流・学習拠点の創出（H23～27年度） 
    →Ａ事業、Ｂ事業で構成 
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（2）事後評価制度 

①事後評価の目的 
  ・事業の成果等を客観的に診断し、 
 ・今後のまちづくりを適切な方向で実施するとともに、 
 ・事業の成果を住民にわかりやすく説明すること 
  

②事後評価の時期 
 ・交付期間の終了時（終了後又は最終年度中）に実施 

  社会資本整備総合交付金交付要綱（抜粋） 
第１０  社会資本総合整備計画の評価 
１  地方公共団体等は、社会資本総合整備計画を作成したときは、これを公表するものとする。交付期間の

終了時には、社会資本総合整備計画の目標の実現状況等について評価を行い、これを公表するとともに、国
土交通大臣に報告しなければならない。また、必要に応じて、交付期間の中間年度においても評価を行い、同
様に公表及び国土交通大臣への報告を行うものとする。 
２  国土交通大臣は、前項の規定による報告を受けたときは、地方公共団体等に対し、必要な助言を行うこと
ができる。 
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社会資本整備総合交付金に係る計画等について（平成27.4.9：国官会第102号） （抜粋） 
第３ 社会資本総合整備計画の評価について 
【中間評価及び事後評価】  

３整備計画を作成して国土交通大臣に提出した地方公共団体等が交付要綱本編第１０第１項の規定
に基づき必要に応じて交付期間の中間年度に行う評価（以下「中間評価」という。）の実施時期は、原
則、中間年度の終了後とする。当該地方公共団体等が同項の規定に基づき交付期間の終了時に行う評
価（以下「事後評価」という。）の実施時期は、交付期間の終了後又は交付期間の最終年度中とする。 



③事後評価の内容 
 ・社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況 
 ・事業効果の発現状況 
 ・評価指標の最終目標値の実現状況 
 ・今後の方針 
   

  ただし、下水道に関する２つの計画は、事後評価の内容及び 
 事後評価の進め方について具体的な取決めがない。 
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社会資本整備総合交付金に係る計画等について（平成27.4.9：国官会第102号） （抜粋） 
第３ 社会資本総合整備計画の評価について 
【中間評価及び事後評価】  
４ 中間評価及び事後評価は、次に掲げる事項について行うものとする。 
一 社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況（社会資本整備総合交付金を効果促進事業 
   に充てた場合にあっては、具体的な事業の内容を含む。） 
二    事業効果の発現状況 
三 中間評価にあっては評価指標の中間目標値の実現状況、事後評価にあっては評価指標の最終目標 
     値の実現状況 
四 今後の方針 
５ 地方公共団体等は、中間評価又は事後評価の実施に当たっては、評価の透明性、客観性、公正さを確

保するため、学識経験者等の第三者の意見を求め、又は地方公共団体独自の評価制度を活用することが
できる。また、事業の成果を地域住民に対してより分かり易く示すよう留意するものとする。 



④事後評価の進め方 
 ・「まちづくり交付金 評価の手引き」を活用 
 
 
 
 
   
 ・あらかじめ作成した方法書に従って事後評価を実施 
 
 ・事後評価時に、計測ができない指標や関連する事業   
  が未完成の指標は、見込み値で評価し、翌年度以降 
  にフォローアップを実施 
  

まちづくり交付金評価の手引き（平成20年度版） 
 

・まちづくり交付金事業（現在は「都市再生整備計画事業」）を実施しようと
する市町村が、都市再生整備計画の作成及び事前評価並びに事後評価
等を行う際の参考となるよう作成されたもの 
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方法書の作成 

成果の評価 実施過程の評価 

効果発現要因の整理 

今後のまちづくり方策の作成 

⑤事後評価の実施フロー 

事後評価原案の公表 

建設事業評価委員会の審議 

評価結果のまとめ（事後評価シートの完成） 

評価結果の公表と国への報告 

フォローアップの実施と結果の公表 

Step1  
方法書の作成 

Step2 
事業の成果及
び実施過程の
検証 

Step3 
フォローアップ 

8 

庁内検討会議 
での意見聴取 

H27.10.22 

H27.11.4 
～H27.12.3 

H28.1.18 
H28.2.12 



   ○成果の評価についての意見聴取 
   ・数値指標の達成状況 
   ・その他の数値指標を設定した場合 
 

 ○指標ごとの効果発現要因についての意見聴取 
   ・なぜ数値指標が達成できたか（できなかったか） 
  

 ○今後のまちづくり方策についての意見聴取 
   ・事業の実施による効果発現を受けて、今後どのようなまちづくり 
   を行っていくべきか。 
  

 ○フォローアップ計画についての意見聴取 
      ・千提寺地区都市再生整備計画 
  ・JR茨木駅南地区における大規模工場跡地の土地利用転換を契機 
   とした、都市基盤施設の整備と交流・学習拠点の創出 
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建設事業の効率性や、その実施過程における透明性の一層の向上を図る 

ため、数値目標の達成状況や数値目標以外の指標による効果発現等をふ 

まえて審議し、市長に対して意見を述べることが本委員会の役割である。 

⑥茨木市建設事業評価委員会の役割と審議事項 

■審議事項 

■役割 


